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（参考 29）地域課題をテーマとした探究的な学び（総合的な探究の時間、特別活動） 

○特別活動（宿泊研修）における取組（札幌東高校（全日制）の例） 

１ ねらい・内容 
  現代の社会問題について、原因・影響・対策の３観点で情報交換や討論を行い、それらの問題の

本質を多角的に捉え、自分たちで解決策を導く過程を通して、社会に対する関心を高め、考える力
を育成する。 

２ 場所 
  夕張市 
３ 対象 
  第１学年 
４ 学習計画 
 ■１日目 ①講話（11:10～12:10） 
       ・地域の方を講師として招聘し、夕張市が財政破綻し

た理由や現状、これからの夕張についての講話の実施 
 ■２日目 ②フィールド・ワーク（8:30～12:30） 
       ・市内ウォークラリー等を実施し、コンパクトシティ 

計画によるまちづくりの様子等を見学 
      ③ワークショップⅠ（14:00～18:10） 
       ・各クラスが 1 グループ 5 名の 8 グループに分かれ、

北海道が抱える課題について、夕張市の例を参考に、
4 つのテーマから 1 つを選択し、課題解決に向けたグ
ループ協議を実施 

・各クラスにおいて、グループ協議で検討した課題解決
に向けた方策の発表 

 ■３日目 ④ワークショップⅡ（8:40～10:00） 
       ・各クラスの代表グループによる発表の実施 
      ⑤まとめ・振り返り（10:15～12:00） 
       ・各グループによる研修のまとめの実施 

 

○総合的な探究の時間における取組①（本別高校の例） 

「とかち創生学」（総合的な探究の時間）における政治的教養を育む教育の取組 
 
１ ねらい 
  地域を題材とした課題研究活動をとおして、地域への関心を高めさせる。 
２ 内容 
  本別町から町の課題について情報提供してもらい（15 項目の課題）、それに対して調査研究を行

い、改善策を「企画書」としてまとめ、町へ提言発表を行う。 
３ 場所 
  ネイパル足寄、本別高等学校、本別町役場、本別町議会 
４ 対象学年 
  第１学年 
５ 本取組における外部人材 
  本別町役場職員、本別町議会、帯広大谷短期大学、専門学校 
６ 内容 
  ５月 ①「地域創生学」についての講演会の実施（講師：帯広大谷短期大学教授） 
     ②「本別町の課題」についての講演会の実施（講師：本別町企画振興課） 
  ８月 ③企画書の作り方についての講義（講師：専門学校） 
  ９月 ④本別町議会の傍聴 
  10月 ⑤本別町の課題についての考察（個人研究） 
  11月 ⑥本別町の課題についての考察（グループ研究①） 
     ⑦本別町の課題についての考察（グループ研究②） 
  12月 ⑧本別町の課題についての考察（グループ研究③） 
  １月 ⑨企画書のまとめ・プレゼンテーションの作成① 
  ２月 ⑩企画書のまとめ・プレゼンテーションの作成② 
  ３月 ⑪研究発表 
７ 成果 
  ・本別町の課題について、詳しい統計をもとに説明をしてもらい、身近な問題として捉えさせる

ことができた。 
  ・グループで話し合い、意見を出し合うことによって、様々な視点から本別町の課題について考

えさせることができた。  

講演会 

ワークショップⅠ 

ワークショップⅡ 

グループ研究 
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○総合的な探究の時間における取組②（函館西高校の例） 

 函館西高校では、高校３年間で学
ぶ「総合的な探究の時間」につい
て、①HOP、②STEP、③JUMP、④
CHALLENGE の４つの段階に分けて
設計している。 

第１段階である HOP（１年次前
期）は、探究に必要なスキルを学
び、探究の「型」をつくる取組であ
り、傾聴スキルや思考ツール、グル
ープ活動やインタビューの手法など
を学習する段階である。 

第２段階の STEP（１年次後期～
２年次前期）は、HOP で学んだスキ
ルを活用し、地域をフィールドに、
グループを基本とした実践的な探究活動を行う取組であり、「生徒が自分で課題を設定し解決の方法を
考え、行動してみる」という段階である。 

 

【HOP における取組例】学校の周りを探索し、観光プランを提案しよう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【STEP における取組例】ワールド・カフェ「地域の活性化を考える」 
 
 
 
 
 

  

西高校周辺は函館を代表する観光スポットです。いろいろな切り口でいいところをみつけて、
アピールしてください。誰に対して、何をアピールするのかをグループで考えて、観光プランを
作りましょう。 

 
１ ４～６人のグループを作り、クラスで「誰に対して」のくじを引く。 

「誰に対して」 
Ａ：小学校の修学旅行児童   Ｂ：中学校の修学旅行生徒 
Ｃ：道外の修学旅行の高校生  Ｄ：家族で来ている観光客 
Ｅ：カップルで来ている観光客 Ｆ：日本にはじめて来ている外国人観光客 
Ｇ：日本に詳しい外国人観光客 Ｈ：西高校卒業生で十数年ぶりに函館に来た観光客  

２ 学校の周りを探索して、「誰に対して」にふさわしいアピールポイントを探す。  
３ アピールポイントを紹介カードにまとめる。   
【活動のポイント】 

□与えられたテーマに対して、グループ内で対話を深めることができたか。＊思考ツール活用 
□グループでの対話の際、由来や来歴を調べたり、発想を広げたりすることができたか。 
□相手の立場に立ち、想像力を働かせ、最適な紹介場所を探せたか。 
□写真やイラストなどを活用し、分かりやすくまとめることができたか。 

【目 的】・社会人を交えてワールド・カフェを開催し、地域が抱える課題に対して視野を広
げて、課題に向き合う当事者としての意識を持つ。 

・意見を整理し、対話することを通して、コミュニケーション能力の育成を図る。 
【テ ー マ】「私たちのマチのこれからを考える」 
【実 施 方 法】・５人のグループに１人の社会人が入る。 
       ・１時間につき３クラスが体育館で実施する。 
       ・１枚の模造紙を囲み、マジックで対話を書き込みながら(思考ツール活用)話す。 
       ・ワールド・カフェ後の１時間は話を振り返り、整理し、他グループと共有する。 
【対 話 の 例】・函館、道南地域の強みは何か。 
        ※地形、気候、交通、医療、観光、人々の思い、学校など 
       ・函館、道南地域の弱みは何か。 
        ※地形、気候、交通、医療、観光、人々の思い、学校など 

      ・参加された社会人の方は、なぜ函館、道南地域で働いているのか。思い。 
       ・地域にとっての課題は何か。 
       ・課題解決に向けた取組は行われているのか。 など 
【振り返り例】・参加された社会人の思い、願い、期待は何か。 
       ・社会人の方の思いに共感できたか、共感できなかったか、それはなぜか。 
       ・函館、道南地域が抱える課題は何か。 
       ・地域のために、自分たちにできることはあるのか。 
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○総合的な探究の時間における取組③（長万部高校の例） 

 長万部高校では、総合的な探究の時間を活用し、「ふるさと学習～まちづくりプロジェクト～」に取
り組んでいる。この「ふるさと学習」は、町の創生総合戦略にも位置付けられており、地域と連携・協
働した取組を推進している。 
１ テーマ・ねらい 

テーマ「ＳＤＧｓの視点でまちをつくる」を通して、自分の言葉で伝える力を高めること 
２ 対象学年 

全学年（３年間を通じて学習） 
３ ３年間の学習計画 

学年 取組概要 

第１学年 
課題・目標の設定（「ＳＤＧｓの 17 の目標」を参考に、長万部町の課題を踏まえた目標を設定） 

具体策の提案（目標達成のための具体策の提案） 

第２学年 
具体策の実行（第１学年で提案した具体策の実行） 

具体策の成果・課題の発表（成果があった場合は継続策、課題があった場合は改善策を発表） 

第３学年 
身に付けた資質・能力の明確化（第１・２学年の経験等を踏まえ、自己の在り方生き方を考え

ながら、どのような社会人になりたいか、社会のためにどのようなアクションを起こすか）  
４ 具体策の例 
 （例１）長万部温泉の活性化に向け、温泉水を利用した「温泉氷（かき氷）」の製造 
 （例２）新幹線延伸に合わせた、観光客誘致のための清掃やベンチ設置などの砂浜整備 
 （例３）長万部駅に設置されている階段昇降機の町民への周知と長万部駅のバリアフリー化  
５ 第２期長万部町創生総合戦略（令和２年度～７年度）での位置付け 

戦略２ 新幹線駅を核とした人を惹きつける魅力あふれるまち 
   ②多様な「縁」を基盤にした関係人口の拡大 
    ◎地域の将来を支える人材確保に向けた小・中・高生のふるさと教育の推進・支援 
      町内において、小・中・高・大でのまちづくり総合学習を実施するとともに、児童・生徒・学

生と町民各世代との交流を図ります。また、まちづくり課題解決に向けたワークショップ（町
民・生徒・学生等）を開催するほか、ふるさと教育においては、関係町職員の積極的な参加（学
習の中での講師等）を促進します。 

 

 

○総合的な探究の時間における取組④（湧別高校の例） 

 湧別高校では、総合的な探究の時間を活用し、生徒が学年の枠を超え、議論や対話など主体的な活
動をとおして自分や地域の未来について考える「未来計画」を平成 30 年度から実施している。 
１ ねらい 
  次の６つの資質・能力を身に付けさせる。 

①対話する力 ②思考力 ③表現力 ④協調する力 ⑤意欲的に取り組む力 ⑥振り返る力  
２ 対象学年 
  全学年（異学年混合の少人数グループを編制して活動）  
３ 内容 
 (1) １年目（平成 30 年度） 

【目的】町内で働く方から話を聞き、職業観や勤労観を養う。 
【内容】全校生徒を 23 のグループに分け、町内で働く方を講師とし、

職業観や仕事のやりがいなどについて議論した。議論した内
容を他のグループに発表した後、さらにグループで議論を深
め、自分の未来にどう活かしていくかを考えた。 

 (2) ２年目（令和元年度） 
【目的】地域の将来の担い手として、地域活性化を目指した活動に取

り組み、郷土愛を育む。 
【内容】全校生徒を 13 のグループに分け、学校祭「湧虹（ゆうこう）

祭」と商工会主催の「屯田七夕まつり」の共同開催に向け、
地域貢献の内容や町の活性化策について企画立案した。 

 (3) ３年目（令和２年度） 
【目的】地域課題を知り、課題解決の方法を考え、実践する力を養う。 
【内容】町長の講話後、未来計画により自分の成長させたい部分（個

人目標）を設定した。町役場の職員や地元企業を講師とした
分野ごとの情報を得た後、課題を解決するためのプロジェク
トを考え、実行した。 

 

１年目 

２年目 

３年目 
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○総合的な探究の時間における取組⑤（枝幸高校の例） 

 枝幸高校では、総合的な探究の時間（えさし探究）において、枝幸町が取り組む事業「高校と地域が
連携した『ふるさと教育』推進プロジェクト」と連携した教育活動に取り組んでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
○総合的な探究の時間における取組⑥（奥尻高校の例） 

 奥尻高校では、島全体を学びの場として活用する「まなびじま奥尻プロジェクト」に取り組んでお
り、総合的な探究の時間においても、地域の教育資源を活用した実践を展開している。 
１ ねらい（総合的な探究の時間） 

自然あふれる地域社会に生きる人間として、自然豊かな郷土を愛
し、地域の創生に寄与する姿勢を養い、持続可能な社会づくりの主体
者を育成する。 

２ 内容構成（総合的な探究の時間） 
  ①スクーバダイビング 

②奥尻パブリシティ 
③町おこしワークショップ（全員） 
※①～③を１・２・３年生合同で実施（異学年交流の実施） 

３ 具体的な活動例 
 (1) スクーバダイビング（選択） 

・町役場、ひやま漁業協同組合、潜水部会の協力により実施 
・外部インストラクターの指導の下、スクーバダイビングに関する

資格の取得 
・海洋保全等に関する探究活動の実施 

 (2) 奥尻パブリシティ本部（選択） 
  ・島が抱える課題に関する探究する学びの実施 
  ・地域の活性化に向け、町へ施策提言するプレゼンテーションの実施 
  ・島の様々な魅力や特色に関する情報発信 
 (3) 町おこしワークショップ（全員） 

・町内外から講師を招き、地域課題に関する講話の実施 
・島の農業、水産、工業、観光に関する課題解決の方策の検討 
・島のイベントの企画、運営に協力するための手立て等の計画 

 

「えさし探究」のねらい 
自分たちが暮らす枝幸町に関心をも
ち、地域の活性化を目指し、視野を広
げ他者と協働し、主体的に課題を解
決する力を養う。 

＜対象学年：第１学年＞ 

「ふるさと教育」のねらい 
学校教育に不足する「地域・しごと・職能を知る、人とつなが
る」という要素を補い、「進歩感・実用感・貢献イメージ」と
いった学びのモチベーションを担い、地域とのつながりを強
く持ち、学生と地域や大人との関わりを通じた「主体的・対話
的で深い学び」から身に付けた社会性や専門的知識を生かし、
広く地域の課題解決に資するグローバル人材の育成を図る。 

第１回（令和２年６月 10 日：２時間） 
内容：「枝幸町のあゆみ」について知る 
目的：町の担当者からの講義を通じて、枝幸町の歴

史や文化、概要を知り、町全体を客観的に捉
え、次回以降の講座の基礎知識として活用す
る。 

講師：枝幸町総務課、オホーツクミュージアム館長 

第２回（令和２年６月 11 日：３時間） 
内容：「基幹産業① 水産業」について知る 
目的：主力産業の漁業を知るため、講義に加え、実

際に水産加工場を視察することで、水産業の
理解を深める。 

講師：枝幸町水産商工課、枝幸漁業協同組合、枝幸
水産加工業協同組合 

第３回（令和２年７月６日：３時間） 
内容：「基幹産業② 酪農業」について知る 
目的：主力産業の酪農業を知るため、講義に加え、

育成牧場と生乳生産牧場を視察することで、
酪農業の理解を深める。 

講師：枝幸町農林課、(株)アグリサポート枝幸 
※宗谷南農業協同組合と視察の調整 

第４回（令和２年８月 20 日：４時間） 
内容：「基幹産業③ 林業と木育」について知る 
目的：町面積の 81%を占める森林を活用した林業

と、癒やしの森「音夢路」の散策を通じて、
森林がもつ多面的な機能を学び、自然環境保
全について考えを深める。 

講師：枝幸町農林課、「音夢路」利用促進研究会 

第５回（令和２年９月４日：２時間） 
内容：「地域資源と観光」について知る 
目的：麗澤大学と連携し、道外の大学生に自分たち

のまちの魅力を伝え、外から見える環境や意
見を聞き、改めて地域資源を知り、ワークシ
ョップの中で観光について考える。 

講師：麗澤大学教授、大学生、ブランド推進本部 
※宗谷南農業協同組合と視察の調整 

第６回（令和２年９月 28 日：２時間） 
内容：「医療・福祉」について知る 
目的：人口減少・少子高齢化が進展する中、地域医

療や高齢者福祉などの現状と課題を知り、こ
れから必要な考え方を深める。 

講師：枝幸町保健福祉課、枝幸町国民健康保険病院 

宿泊研修（10 月実施）において、グループ討議・発表 

まとめ 

連携 

生徒はいずれかを選択 

スクーバダイビング 

奥尻パブリシティ本部 

町おこしワークショップ 
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（参考 30）学校設定科目「地域学」 

○学校設定科目「むかわ学」（鵡川高校の例） 

 

  

【目標】 
地域の歴史や産業等を学ぶことにより、地域理解や地域

愛を育むとともに、持続可能な地域創生のための基礎的な
知識や技能を身に付ける。 
【内容】 
 １ むかわ町の自然環境と歴史（講義、巡検、実習等） 
 ２ むかわ町の産業、観光等（講義、巡検、視察等） 

 

【目標】 
むかわ町の行政と課題等を学ぶことにより、地域理解や

地域愛を育むとともに、持続可能な地域創生のための基礎
的な知識や技能を身に付ける。 
【内容】 
 １ むかわ町の行政と課題（講義、視察等） 
 ２ 課題研究（講義、グループ学習等） 

 

【目標】 
むかわ町の自然環境、産業、観光、行政等に対する理解

を更に深め、地域と自分の関わりの中から課題を発見し、
解決しようとする態度を身に付ける。 
【内容】 
 １ 課題研究（講義、グループ学習等） 
 ２ 研究発表 

むかわ学Ⅰ（１単位、第１学年） 

むかわ学Ⅱ（１単位、第２学年） 

むかわ学Ⅲ（１単位、第３学年） 
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○学校設定科目「つべつ学」（津別高校の例） 

津別高校では、地域全体を学びの場とする学校設定科目「つべつ学」を
開設し、地域の人材や教育資源を活用した教育活動を展開しているが、そ
の中で、大学と連携した取組も実施している。 
１ 目標（つべつ学） 
  地域全体を学びの場として、地域の教育資源を活用した探究的な学

びを実施し、基礎的な課題発見・課題解決能力を身に付けさせるととも
に、グローバル社会において地域社会に貢献する態度を育成する。  

２ 内容（つべつ学） 
  津別町の自治体や企業、ＮＰＯ法人、教育関係機関などと協働して津

別町の自然、農業、酪農・畜産業を学び、生徒が地域社会の一員である
との意識を持ちながら地域課題を解決するなど、課題研究に取り組む。  

３ 実施学年・単位数 
第１学年：２単位(つべつ学Ⅰ)、第２学年：２単位(つべつ学Ⅱ)、 
第３学年：１単位(つべつ学Ⅲ) ←令和３年度から実施予定  

４ 学習計画（つべつ学Ⅰ（２単位）） 

単元 時数 主な学習活動 

オリエンテーション ２ 

説明① 
（つべつ学のねらいや目標の説明、学習の進め方の確認など） 

説明② 
（探究活動（考え方、課題設定、情報収集、整理・分析、まとめと発表の手法）） 

グループ活動（グループ学習のポイント） 

津別の自然 15 

講義① 
（津別の気候、地形・由来・特徴・特産物、動植物・観光スポット） 

講義②【外部講師】 
（自然と産業（林業、農業、酪農・畜産業）との関わり） 

グループ学習（課題発見・解決に向けた方策の検討、発表準備） 
発表（グループ別に発表）※ＩＣＴを活用した発表 

津別の農業 14 

講義【外部講師】 
 （津別の農業の特色（特産品、経営形態等）、津別産原材料の特産品） 
体験活動【外部講師】 
 （「朱乃一振」の製造・販売過程、唐辛子の栽培体験など） 
グループ学習（課題発見・解決に向けた方策の検討、発表準備） 
発表（グループ別に発表）  

北大との高大連携事業① 6 
講義・グループ学習 

（未来ワーク、活動説明（北大マルシェ、若者議会、北大訪問）） 

北大との高大連携事業② 6 
グループ学習 
 （北大での特産品販売に向けた方法の検討、派遣グループの決定） 

北大との高大連携事業③ － 北大での特産品の販売 ※授業時数としての位置付けはなし 

津別の畜産・酪農業 16 

 
講義 
 （酪農と畜産の違い、津別の畜産・酪農業） 
体験活動① 
 （有機酪農研究会、成分調整と無調整、オーガニック牛乳の特徴） 
体験活動② 
 （つべつ和牛） 
グループ学習（課題発見・解決に向けた方策の検討、発表準備） 
発表（グループ別に発表）※ＩＣＴを活用した発表 

全道ミーティング １ 発表（地域向けプロモーションビデオの発表） 
成果報告会 3 発表（北大マルシェでの取組に関するプレゼンテーション） 
１年間のまとめ 7 講義・レポート作成・校内選考・発表 

報告会 1 
学習成果の報告、津別町への課題解決策の提言 

（代表者：プレゼンテーション、代表者以外：ポスターセッション） 
 
５ 具体的な活動（未来ワーク） 
  北海道大学公共政策大学院の学生有志を中心とした団体「ＨＡＬＣ

Ｃ」と連携し、自分の未来について考える「未来ワーク」を実施（Zoom
を活用）した。４名程度に分かれた生徒のグループに、学生がサポー
トで付き、自分の現状や理想の未来に向けてすべきことなどを発表し
た。生徒の発表に対して、学生からは将来設計に関するコメントをも
うらワークショップを行った。 

生徒からは「いつかは津別に戻って働きたい」、「自分のやりたいこ
とを見つめ直す機会となった」、「大学生や友達の考えを聞くことで刺
激になった」などの感想があった。 

 

唐辛子の栽培体験 

農業体験時の説明 

未来ワークの様子 
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○学校設定科目「松前学Ⅰ」（松前高校の例） 

教科名 総合 

科目名 松前学Ⅰ 

科目の目標 
松前の歴史、文化、産業、自然等を学んでいくなかで、松前を知り、松前を愛する

心を育てるとともに、単なる知識（基礎力）だけではなく、自ら主体的に学ぶ行動力
と探究力を育成する。 

科目の内容 

１ 松前の歴史、文化、産業、自然等の学習 
 ・３年間の松前学の導入として、松前に関する基礎的な知識・技能を身に付けるた

め、松前の歴史、文化、産業、自然等を中心に学習し、史跡の巡検や郷土芸能体
験を通じて理解を深め、時代やテーマごとにレポートを作成し探究力を身に付
ける。 

２ テーマ別研究及び発表 
 ・個人又はグループでテーマを設け、調査・研究した事柄を校内や地域へ発表する。

（例 松前藩主の研究、郷土のお菓子（うばたまやべこもち）の歴史、 
蠣崎波郷と夷酋列像等） 

単位数 １単位 

学科・学年 全日制課程 普通科 （第１学年） 

 

○学校設定科目「稚内学」（稚内高校の例） 

教科名 総合 

科目名 稚内学 

科目の目標 
稚内市の地理的特徴や発展の歴史、文化的特徴等に関する基礎的内容を学習する

ことにより、郷土に対する理解を深め、郷土に対する愛情と貢献意欲を高めること
で、地域の担い手となる人材の育成を図る。 

科目の内容 

(1) 稚内市の概要・地勢・風土・気候について 
(2) 宗谷岬周辺の史跡・施設、稚内空港周辺の史跡・施設について 
(3) 稚内市内および稚内公園周辺の史跡・施設について 
(4) 稚内西海岸・稚内港について 
(5) 稚内のイベント・交通アクセスについて 
(6) 稚内の味覚・植物・動物・産業について 
(7) 郷土研究 

単位数 １単位 

学科・学年 全日制課程 普通科、商業科、衛生看護科 （１年次、第１学年） 

 

○学校設定科目「上士幌学」（上士幌高校の例） 

教科名 総合 

科目名 上士幌学 

科目の目標 
自分の暮らす地域について学ぶことで、地域を理解し、地域を大切にし、将来に渡

って地域社会に貢献し、持続可能な開発を担っていこうとする態度を育成する。 

科目の内容 

(1) 北海道の中にある十勝、上士幌町の歴史及び地理について学ぶ。 
(2) 北十勝の自然に触れ、自然環境について学び、どのように十勝の自然を守ってい

くかを考える力を養う。 
(3) 地域の食材について学ぶことで、地域の食材について理解と関心を高め、食材を

生かした特産品の開発と販売について体験する。 
(4) 地域の産業について学び、仕事をしていく上で大切な心構えを身に付ける。 

単位数 ３単位 

学科・学年 全日制課程 普通科 （第３学年） 

  


